
リハ専任医師 1

看護師 35.5

理学療法士 31

作業療法士 20

言語聴覚士 11

東葛北部

施設基準 脳Ⅰ　・　運Ⅰ

二次保健医療圏

施設名 旭神経内科リハビリテーション病院

入院定員 87名

診療科目 内、精、神、神内、リハ

研修会の開催
①4.25「集団体操～座位体操編(1)～」34名参加

地域連携機関

地域連携窓口の設置状況

＊人数は、常勤及び非常勤とする。なお、非常勤
については、常勤換算（週40時間勤務を1人）で
算出した(H25年12月時点）

従
事
職
員
数

相談室内に設置

介護療養型医療施設、介護老人保健施設、特別養護老人ホーム、訪問看護
ステーション、在宅介護支援センター、健康福祉センター（保健所）、市
町村担当課・保健センター、福祉事務所、社会福祉協議会、デイサービス
センー、
かかりつけ医、有料老人ホーム、居宅介護支援センター、その他

地域リハビリテーション広域支援センター指定期間更新に係る調査票

平成２５年度
〔主な内容〕

平成２４年度
〔主な内容〕

＊継続指定の意向

事
業
実
績

有

①4.25「集団体操～座位体操編(1)～」34名参加
②5.9「集団体操～座位体操編(2)～」33名参加
③5.16「集団体操～座位体操編(3)～」35名参加
④6.13「リハビリテーションから見た介助方法(1)」31名参加
⑤7.18「リハビリテーションから見た介助方法(2)」33名参加
⑥10.17「廃用症候群～総論～」19名参加
⑦11.14「介護保険下のリハビリ(1)」19名参加
⑧12.12「介護保険下のリハビリ(2)」14名参加
⑨H26.1.31特養ひかり隣保館訪問指導15名参加

研修会の開催
①5.18「生活リハビリ」33名参加
②6.15「リハビリテーションから見た介助方法(1)」30名参加
③7.20「リハビリテーションから見た介助方法(2)」31名参加
④9.21「食事介助～安全に食べてもらうために～」39名参加
⑤10.19「口腔ケアの実践ノウハウ」35名参加
⑥11.16「集団体操 -座位体操編-(1)」33名参加
⑦12.7「集団体操-座位体操編-(2)」30名参加
講演会の開催
①9.12「生活リハビリ」（野田市介護事業者協議会より依頼）30名参加
②12.19健やかさんさん教室（介護予防教室）20名参加
③2.15第10回　東葛北部地域リハビリテーション臨床懇話会　32名参加　東京医科
歯科大学市川総合病院歯科・口腔外科　酒井克彦「脳卒中と口腔ケア」、神経内科
リハビリテーション病院　院長　旭俊臣「認知症リハビリテーションと千葉県認知
症連携パス」

〔この欄には記入しないで下さい〕



リハ専任医師 5

看護師 759

理学療法士 84

作業療法士 24

言語聴覚士 14

１．講習会の開催
　各施設へ出向いての講習会を計１３回開催。

地域連携機関

介護療養型医療施設、介護老人保健施設、特別養護老人ホーム、訪問看護ス
テーション、在宅介護支援センター、健康福祉センター（保健所）、市町村
担当課保健センター、福祉事務所、社会福祉協議会、デイサービスセン
ター、かかりつけ医、その他（　　　）

地域連携窓口の設置状況 　　　　　　　　　　　　設置済み

入院定員 862

施設基準 脳Ⅰ　運動器Ⅰ　呼吸器Ⅰ　心大Ⅰ

従
事
職
員
数

＊人数は、常勤及び非常勤とする。なお、非常勤に
ついては、常勤換算（週40時間勤務を1人）で算出
した(H25年12月時点）

二次保健医療圏 安房

施設名 亀田総合病院

診療科目 脳Ⅰ　運動器Ⅰ　呼吸器Ⅰ　心大Ⅰ

地域リハビリテーション広域支援センター指定期間更新に係る調査票

平成２５年度
〔主な内容〕

平成２４年度
〔主な内容〕

事
業
実
績

　各施設へ出向いての講習会を計１３回開催。
（移乗動作は４回、拘縮・他動運動は２回、腰痛予防は３、嚥下は４回、福祉用具は
１回）
２．第５回リハ・ケア文化祭の開催
　基調講演、特別講演、地域の医療福祉介護教育資源の発表を３２施設、２０２５年
度問題に向けての市町村の取り組み等を開催。
３．講習会の開催
　ヘルパー有資格者で休職中の方に対する復職促進の講習会を開催。
　在宅介護者に対する講習会を開催。
４．中学生対象のメディカルチェックを開催。
　部活動を行っている中学生を対象に、障害の早期発見・予防目的にメディカル
チェックを４回開催。

１．講習会の開催。
　各施設へ出向いての講習会を計１９回開催。
（移乗動作は４回、拘縮・他動運動は５回、腰痛予防は４回、嚥下は５回、その他１
回）
２．第４回リハ・ケア文化祭の開催。
　　基調講演、特別講演、地域の医療福祉介護教育資源の発表を２４施設、脳トレ体
操等を開催。
３．講習会の開催。
　鴨川市訪問介護事業所連絡協議会の依頼を受けての講習会を開催。

〔この欄には記入しないで下さい〕

＊継続指定の意向 継続希望



リハ専任医師 3

看護師 60

理学療法士 64

作業療法士 27

言語聴覚士 8

①研修会
「市原市の統計データから何が見えるのか」

地域連携機関

介護療養型医療施設、介護老人保健施設、特別養護老人ホーム、訪問看護
ステーション、在宅介護支援センター、健康福祉センター（保健所）、市
町村担当課保健センター、市役所、医師会、福祉事務所、社会福祉協議
会、デイサービスセンター、その他（　　　）

地域連携窓口の設置状況 医療相談部に設置

入院定員 128

施設基準 運動器リハⅠ・脳血管疾患リハⅠ

従
事
職
員
数

＊人数は、常勤及び非常勤とする。なお、非常勤
については、常勤換算（週40時間勤務を1人）で
算出した(H25年12月時点）

二次保健医療圏 市原

施設名 医療法人社団白金会　白金整形外科病院

診療科目 内、神内、整、皮、リハ

地域リハビリテーション広域支援センター指定期間更新に係る調査票

平成２５年度
〔主な内容〕

平成２４年度
〔主な内容〕

事
業
実
績

「市原市の統計データから何が見えるのか」
「ご存知ですか？失語症」
「高齢者の栄養と脱水の話＆介護予防の運動を実践」
「脳科学も学べる口腔ケア講座　頭も咽喉もすっきり体操！」
「はつらつ支援ボランティア養成講座」
「地域包括研修事業」
「地域生活連携シート普及研修会」
②地域連携
連絡協議会　２回
ちーき会　11回
市原認知症対策連絡協議会　３回
いちはら健康まつり　１回　ほか

・広域支援センターと行政との協力関係の構築
（市原市役所高齢者支援課 地域包括支援センターとの連絡協議の実施、意見交
換、市原地域における医療機関と介護事業所との協力関係の確立に向け共働する
・県支援センターとの協力関係の構築
（県支援センターとの活動指針のすり合わせ、事業計画に対する相互協力）
・広域支援センターと地域事業所とのネットワークの構築
（圏域内医療機関・諸事業所への地域リハビリテーション事業受託案内及び圏域内
のリハビリテーションに関する実状の調査）
・連絡協議会の開催
・行政諸機関への事業内容・活動指針の報告
・市原市役所健康福祉部との連絡協議
・市原保健所との連絡協議

〔この欄には記入しないで下さい〕

＊継続指定の意向 有


